
25歳 3 5歳 4 0歳 4 5歳 5 0歳 5 5歳 7 0歳
単身 4 人 4 人 4 人 4 人 2 人 2 人

賃 貸1ＤＫ 持 家 (小・保 ) 持 家 (小・ 小) 持家 (高・ 中) 持家 (大・ 大) 持 家 持 家

食 料 費 3 1 ,7 8 0 7 6 ,9 1 9 8 5 ,3 7 5 9 3 ,3 3 8 10 0 ,6 7 4 5 4 ,8 1 4 45 ,9 1 0

住 居 費 5 5 ,4 4 0 11 1 ,0 0 8 11 1 ,3 2 8 11 1 ,3 2 8 11 1 ,4 0 8 11 1 ,2 4 8 28 ,2 4 8

光 熱 ・水 道 費 6 ,2 5 3 1 7 ,8 5 4 2 1 ,4 9 2 2 1 ,4 9 2 2 1 ,4 9 2 1 7 ,8 5 4 17 ,8 5 4

家具 ・ 家事 用品 4 ,6 0 7 2 1 ,1 6 2 2 2 ,0 8 6 2 2 ,0 6 9 2 2 ,0 6 9 1 9 ,8 9 9 19 ,8 2 3

被 服 ・履 物 費 1 4 ,1 3 0 3 7 ,6 9 4 3 6 ,2 2 4 4 1 ,1 9 8 4 1 ,9 9 0 2 9 ,9 2 0 20 ,2 9 3

保 険 ・医 療 費 2 5 2 8 ,5 7 7 8 ,5 2 9 8 ,7 6 9 8 ,7 6 9 6 ,6 3 8 6 ,6 3 8

交 通 ・通 信 費 5 9 ,5 0 3 6 6 ,2 5 8 7 0 ,9 9 7 7 1 ,9 7 4 6 9 ,7 7 4 6 9 ,7 7 4 63 ,5 8 5

教 育 費 0 6 4 ,7 1 7 5 9 ,6 8 2 8 6 ,0 2 4 14 2 ,8 5 9 0 0

教養 娯 楽費 3 2 ,6 4 5 5 1 ,9 5 8 6 1 ,9 0 9 6 2 ,4 5 3 5 2 ,5 7 2 5 1 ,8 2 5 50 ,4 0 0

そ の 他の 消 費支 出 3 2 ,6 4 3 6 2 ,8 2 2 6 9 ,2 8 7 8 7 ,5 3 1 7 9 ,9 3 0 7 0 ,2 4 3 27 ,4 7 5

生命 保 険料 2 ,4 0 0 1 0 ,6 0 0 1 0 ,6 0 0 1 2 ,1 0 0 1 2 ,1 0 0 1 2 ,1 0 0 7 ,4 8 0

総 計 (月 の 生 計 費 ） 2 3 9 ,6 5 3 5 2 9 , 5 6 9 5 5 7 , 5 0 9 6 1 8 , 2 7 6 6 6 3 , 6 3 7 4 4 4 , 3 1 5 2 8 7 , 7 0 6

Ｏ Ｋ Ｉ の 年 齢 別 最 低 賃 金 1 7 4 , 0 0 0 2 0 5 , 3 4 0 2 2 1 , 0 0 0 2 2 6 , 0 0 0 2 2 9 , 5 0 0 2 2 9 , 5 0 0 2 2 9 , 5 0 0

２ ０ １ １ 年 ８ 月 第 ２ ７ ７ 号

東京都港区三田３－２－２０ TEL 03-3455-6006

http://oakhp02.chottu.net

★ 沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】★

「
会
」
は
沖
電
気
と
そ
の
関
連

な
ど
で
働
く
人
々
が
「
安
心
し
て

人
間
ら
し
く
働
け
る
職
場
」
を
願
っ

て
創
ら
れ
ま
し
た
。
正
規
・
非
正

規
を
問
わ
ず
誰
で
も
入
会
で
き
ま

す
。
略
称
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
で
す
。

仕
事
や
生
活
の
こ
と
、
世
の
中

の
事
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
少
し
で
も
明
る
い
明
日
に
な

る
よ
う
に
と
、
会
紙
は
「
あ
す
な

ろ
」

《
設
立

１
９
８
６
年
》

８
月
は
、
敗
戦
と

広
島
、
長
崎
の
原

爆
が
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
が
、
東
京

目
黒
の
五
百
羅
漢
寺
に
は
８
月

６
日
の
原
爆
に
よ
り
広
島
県
内

を
巡
演
中
に
爆
心
地
か
ら
７
５

０
ｍ
の
宿
舎
で
９
名
全
員
の
命

を
奪
わ
れ
た
移
動
演
劇
隊
「
桜

隊
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
▼
こ

の
碑
は
戦
後
、
徳
川
夢
声
氏
の

呼
び
か
け
と
多
く
の
人
々
の
協

力
で
建
立
さ
れ
、
毎
年
８
月
６

日
に
五

百
羅
漢
寺
の
碑
前
で

「
桜
隊
原
爆
忌
」
が
、
近
く
の

会
場
で
「
追
悼
会
」
が
開
か
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
▼
ま
た
、

東
京
上
野
東
照
宮
に
、
「
広
島
・

長
崎
の
火
」
も
あ
り
、
付
近
に

立
ち
寄
っ
た
ら
訪
れ
て
い
た
だ

き
た
い
。
▼
原
爆
は
落
と
さ
れ

た
と
き
だ
け
で
な
く
孫
・
子
の

代
ま
で
体
内
被
爆
を
引
き
起
こ

す
言
語
道
断
な
兵
器
で
あ
り
、

一
刻
も
早
い
核
兵
器
廃
絶
が
望

ま
れ
る
。
▼
そ
れ
な
の
に
、
今

回
の
福
島
第
一
原
発
の
放
射
線

汚
染
に
よ
っ
て
原
爆
同
様
の
体

内
被
曝
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
危

険
が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
の

に
マ
ス
コ
ミ
が
十
分
に
伝
え
な

い
こ
と
は
、
国
民
だ
け
で
な
く

被
爆
国
と
し
て
の
恥
を
世
界
に

曝
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ

さ
らる

。
▼
も
は
や
我
々
は
自
分
の

こ
と
は
、
自
分
で
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
社
会
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

生
活
が
大
変
！
健
康
が
心
配
だ
！
原
発

に
ど
う
し
た
ら
い
い
！
・
・
・
な
ど
職

場
に
は
不
安
や
要
求
が
渦
巻
い
て
い
ま

す
。
今
、
労
働
組
合
の
役
割
が
改
め
て

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
じ
ゃ
、
生
活
で
き
な
い

電
機
連
合
は
５
年
に
１
回
「
標
準
生

計
費
」
「
最
低
生
計
費
」
を
調
査
・
発

表
し
て
い
ま
す
。
（
下
記
の
一
覧
表
参

照
）
こ
れ
を
見
て
も
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
年
齢
別

最
低
賃
金
が
い
か
に
低
い
か
が
わ
か
り

ま
す
。
組
合
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
こ
と
（
組
合
意
識
調
査
）
で｢
一
時

金
の
月
数
確
保｣

｢

賃
上
げ
」
が
一
位
と

二
位
を
占
め
切
実
で
す
。

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
職
場
環
境
を

労
使
で
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

適
切
に
進
め
て
い
る
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
長
期
療
養
者
は
２
５
名
、
働
き
盛

り
の
青
年
労
働
者
が
過
労
自
殺
を
し
て

労
災
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
深
刻
化
を

増
し
て
い
ま
す
。
時
間
外
労
働
６
０
時

間
超
過
者
２
、
２
９
２
人
（
年
間
累
計
）
、

年
休
取
得
日
数
６
日
未
満
者
１
８
３
人

と
改
善
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

組
合
員
化
と
正
社
員
化
は
待
っ
た
な
し

非
正
規
社
員
は
い
ま
や
な
く
て
は
な

ら
な
い
戦
力
で
あ
り
、
技
術
や
技
能
の

継
承
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
「
契
約

社
員
の
組
合
員
化
と
正
社
員
化
に
向
け

た
労
使
協
議
を
行
う
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
本
腰
を
入
れ
た
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

人
員
削
減
に
歯
止
め
を

前
年
度
に
行
わ
れ
た
、
希
望
退
職

（
早
期
退
職
優
遇
制
度
）
で
１
、
０
１

８
名
が
職
場
を
追
わ
れ
、
こ
の
１
０
数

年
間
の
度
重
な
る
「
リ
ス
ト
ラ
」
の
中

で
組
合
員
は
毎
年
減
り
続
け
、
９
８
年

篠
塚
前
社
長
就
任
以
来
３
分
の
１(

９
、

０
０
０
人
↓
２
，
９
２
０
人
）
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換

福
島
原
発
事
故
は
、
未
曾
有
の
被
害

を
も
た
ら
し
、
今
な
お
収
束
の
め
ど
が

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
は
「
原
子
力

発
電
は
有
効
な
策
で
あ
り
、
今
回
の
事

故
を
も
っ
て
、
脱
原
発
判
断
す
る
の
は

拙
速
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
組

合
員
の
命
や
暮
ら
し
は
守
れ
ま
せ
ん
。

｢

原
発
依
存
か
ら
の
速
や
か
な
撤
退
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
へ
の
転
換
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

こ
れ
ら
の
課
題
の
改
善
を
す
る
た
め

に
は
、｢

企
業
利
益
最
優
先
」
の
立
場

か
ら
、
労
働
者
の
生
活
実
態
に
根
ざ
し

た
要
求
を
真
正
面
か
ら
掲
げ
て
こ
そ

「
人
こ
そ
最
大
の
財
産｣

と
し
た
企
業

再
建
も
可
能
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

花言葉：憧れ、熱愛

あなたの生活水準は？ ゆとりと豊かさを実感できていますか？

標準生計費（電機連合調査）＊税・社会保険料などの公租公課負担要素は含まれていません。

ＯＫＩの年齢別最低賃金

今
こ
そ
、
頑
張
ろ
う
。
労
働
組
合
！

生
活
実
態
に
根
ざ
し
た
要
求
を
真
正
面
か
ら
掲
げ
て
！

平
和



日米安保の将来像　比率％

独自の
防衛力

を備え
る, 7

防衛力

を持た
ず中立,

12

アジア

の国々
との国
際安保,

55

日米同
盟を基
軸, 19

無回答,

7

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
ヵ
月
が

経
過
し
た
。
い
ま
だ
な
お
９
万
余

人
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
死

者
・
行
方
不
明
者
は
、
２
万
人
を

超
え
て
い
る
。

ま
る
で
爆
風
一
過
の
様
相

６
０
歳
を
越
え
た
私
だ
が
被
災

地
の
報
道
に
接
す
る
た
び
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
た
。
仙
台
市
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
情
報
を
得
て
、

早
速
、
仙
台
市
宮
城
野
地
区
へ
出

発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
を
含
め
埼
玉
北
部
か
ら
４
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
発
し
た
。

往
路
の
高
速
を
含
め
、
仙
台
市
市

街
は
震
災
の
被
害
は
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
仙
台
塩
釜
港
が
近
づ

く
に
従
い
国
道
の
周
辺
の
様
相
が

一
変
し
た
。
商
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
は
津
波
で
ど
こ
も
破
壊
さ

れ
て
い
る
。
信
号
は
消
え
今
も
警

察
が
手
信
号
の
交
差
点
、
道
路
脇

は
爆
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
か
の

よ
う
に
、
多
数
の
自
家
用
車
が
大

破
し
て
放
置
さ
れ
て
い
る
。
港
で

は
中
型
（
か
な
り
大
き
い
）
の
貨

物
船
が
埠
頭
に
押
し
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
「
あ
の
船
を
、
ど
う
や
っ

て
降
ろ
す
の
だ
ろ
う
」
声
も
端
か

ら
聞
こ
え
た
。
自
然
の
猛
威
の
す

ご
さ
を
目
の
当
り
に
し
た
。

海
岸
線
に
程
近
い
蒲
生
地
区
、

こ
こ
は
簡
素
な
住
宅
街
だ
。
軒
並

み
家
は
津
波
に
さ
ら
わ
れ
、
今
は

土
台
だ
け
が
残
り
荒
野
と
化
し
て

し
ま
っ
た
。
住
民
は
ど
こ
へ
逃
げ

た
の
だ
ろ
う
か
。
学
校
ら
し
き
建

物
も
あ
る
、
二
階
の
窓
を
津
波
が

直
撃
し
た
、
生
徒
た
ち
は
・
・
・
。

胸
が
絞
め
ら
れ
目
頭
が
熱
く
な
る
。

人
間
の
生
活
が
一
瞬
に
し
て
奪

わ
れ
た
被
災
地
。
案
内
を
し
て
い

た
だ
い
た
方
か
ら
「
被
災
者
の
心

に
気
遣
っ
て
ほ
し
い
、
写
真
撮
影

や
被
災
者
の
心
を
傷
付
け
な
い
様
、

不
用
意
な
言
葉
も
注
意
し
て
ほ
し

い
」
、
こ
ん
な
注
意
も
あ
っ
た
。

到
着
の
翌
日
か
ら
、
名
取
市

（
仙
台
市
の
隣
町
）
で
支
援
活
動

を
行
な
っ
た
。
そ
こ
は
名
取
市
閖

上(

ゆ
り
あ
げ)

地
区
、
世
帯
数
１

７
０
世
帯
の
中
１
０
４
世
帯
の
家

屋
が
、
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

ほ
ど
大
被
害
を
受
け
た
地
域
。

津
波
は
５
キ
ロ
先
の
海
か
ら
船

や
家
屋
・
自
動
車
や
瓦
礫
と
と
も

に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
ハ
ウ
ス

を
直
撃
し
た
。
こ
こ
は
花
卉
（
か

き
）
栽
培
が
盛
な
地
域
だ
っ
た
。

地
元
の
老
婆
は
「
二
階
家
の
二
階

の
部
分
だ
け
が
流
さ
れ
て
来
た
。

水
が
引
け
た
ら
、
何
人
も
の
人
が

流
れ
着
い
て
い
た
」
と
当
時
の
様

子
を
話
し
て
く
れ
た
。
私
た
ち
が

訪
れ
た
時
、
大
型
の
瓦
礫
な
ど
は

一
応
片
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、

流
さ
れ
た
船
や
自
動
車
が
、
ま
だ

あ
ち
こ
ち
に
残
さ
れ
て
い
た
。

希
望
を
あ
り
が
と
う

私
た
ち
の
支
援
作
業
は
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
の
ハ
ウ
ス
に
流

れ
込
ん
だ
大
量
の
ヘ
ド
ロ
を
、
シ
ャ

ベ
ル
と
一
輪
車
で
か
き
出
す
作
業

だ
っ
た
。
二
日
間
で
２
８
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
。
海
水

を
含
ん
だ
ヘ
ド
ロ
の
か
き
出
し
は

重
労
働
だ
っ
た
。
二
日
か
け
、
二

棟
の
ハ
ウ
ス
か
ら
大
方
の
ヘ
ド
ロ

を
か
き
出
す
事
が
出
来
た
。
「
復

興
の
展
望
が
も
て
な
か
っ
た
が
、

皆
さ
ん
に
一
生
懸
命
片
付
け
て
頂

き
、
希
望
が
も
て
た
。
今
、
作
付

け
の
時
期
だ
が
今
年
は
出
来
な
い
。

し
か
し
来
年
は
必
ず
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
咲
か
せ
て
見
せ
ま
す
」
と
生

業
に
か
け
る
こ
だ
わ
り
を
主
人
か

ら
聞
く
事
が
出
来
た
。
ま
た
、
こ

の
地
域
一
帯
は
米
作
り
も
盛
ん
だ
。

真
新
し
い
大
型
の
コ
ン
バ
イ
ン
が

庭
先
に
お
い
て
あ
る
。
し
か
し
周

囲
の
田
ん
ぼ
は
塩
水
を
か
ぶ
り
米

作
り
は
出
来
そ
う
に
な
い
、
そ
れ

は
素
人
の
私
に
も
わ
か
っ
た
。
主

人
は
大
型
の
コ
ン
バ
イ
ン
を
指
差

し
「
こ
れ
は
買
っ
て
一
回
し
か
使
っ

て
い
な
い
。
近
所
で
は
稲
作
を
あ

き
ら
め
、
協
同
組
合
か
ら
抜
け
る

人
も
多
い
。
個
人
の
力
で
は
ど
う

す
る
事
も
出
来
な
い
」
と
。

復
興
ま
で
、
持
続
的
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
南
本
）

★ なくそう貧困 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ １ 年 ８ 月 第 ２ ７ ７ 号

定
年
後
の
雇
用

駐
車
場
料
金
は
増
額

【
ジ
ェ
イ
・
ア
イ
ピ
ー
・
テ
ク
ノ
】

沖
電
気
本
庄
工
場
に
あ
る
協
力

会
社
社
員
の
構
内
駐
車
場
の
利
用

料
金
は
月
額
・
５
０
０
円
で
す
。

定
年
後
の
再
雇
用
者
の
料
金
は

２
５
０
０
円
。
賃
金
は
下
が
る
の

に
負
担
が
増
え
る
事
に
対
し
て
不

満
や
疑
問
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

派
遣
社
員
に
夏
作
業
服
が

二
着
貸
与
に

【
埼
玉
・
本
庄
】

構
内
に
働
く
派
遣
社
員
は
時
給

１
０
０
０
円
程
度
、
退
職
金
も
な

し
。
雇
用
も
不
安
で
す
が
、
作
業

服
の
貸
与
で
も
格
差
が
あ
り
、
改

善
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
節
電
対
策
で
室
温

が
３
０
℃
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

正
規
や
契
約
社
員
と
同
じ
よ
う
に

「
夏
服
一
着
か
ら
二
着
を
」
が
切

実
で
し
た
。
や
っ
と
声
が
届
き
男

性
だ
け
で
す
が
、
２
着
貸
与
に
な

り
、
要
求
が
実
現
し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｌ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｐ
ラ
イ
ン

生
産
中
止
の
提
案

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

八
王
子
地
区
で
生
産
さ
れ
て
い

る
の
は
主
に
光
関
連
と
Ｗ
Ｌ
ー
Ｃ

Ｓ
Ｐ
（
ウ
エ
ハ
状
態
で
組
立
完
了

の
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
で
す
。

そ
の
う
ち
、
請
負
会
社
・
多
摩

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
約
１
３
０

人
）
と
Ｏ
Ｋ
Ｉ
セ
ミ
社
員
な
ど
約

２
０
０
人
が
従
事
し
て
い
る
Ｗ
Ｌ
ー

Ｃ
Ｓ
Ｐ
ラ
イ
ン
の
来
年
（
１
２
年
）

中
の
生
産
終
了
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。移
管
先
は
宮
崎
と
タ
イ
の
工
場

で
す
。
０
８
年
１
０
月
、
沖
電
気

の
半
導
体
部
門
が
ロ
ー
ム
社
に
売

却
さ
れ
て
以
来
、
リ
ス
ト
ラ
の
嵐

に
翻
弄
さ
れ
る
職
場
は
、
今
日
も

悲
鳴
。

ル
ー
ル
な
き
資
本
主
義

【
東
京

芝
浦
】

ソ
ニ
ー
が
震
災
に
便
乗
し
て
仙

台
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
正

社
員
２
８
０
人
を
広
域
配
転
、
期

間
社
員
１
５
０
人
を
全
員
雇
い
止

め
と
す
る
計
画
に
対
し
、
国
会
で

も
問
題
と
な
り
、
計
画
見
直
し
を

指
導
・
要
請
す
る
よ
う
働
き
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
が
、
労
働
者
の
雇
用
に
つ

い
て
国
際
社
会
に
比
べ
異
常
な
不

安
定
で
、
「
ル
ー
ル
な
き
資
本
主

義
」
の
様
相
が
現
れ
て
い
る
例
だ

と
思
い
ま
す
。

沖
も
Ａ
Ｔ
Ｍ
集
約
に
伴
う
一
方

的
な
配
転
強
要
、
沖
デ
ー
タ
で
の

派
遣
労
働
者
切
り
な
ど
の
働
く
人

を
無
視
し
た
行
為
を
続
け
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
企
業
の
行
為
に
対

し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
照

ら
し
社
会
規
範
に
反
す
る
行
為
を

許
さ
な
い
戦
い
を
続
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

日本国民は「日米同盟深化」より

「アジアの国々との国際的な安保」希望が多数

ＮＨＫ 日米安保の将来像アンケート

（2010年 11月）

米
国
従
属
が
強
ま
る
こ
と
は

ア
ジ
ア
の
平
和
に
逆
行

日
本
政
府
の
「
日
米
同
盟
の
深
化
」
政
策
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
米
国
へ
の
従
属
を
作
り
出
し
、

奉
仕
す
る
国
に
な
っ
て
し
ま
う
。
沖
縄
の
非
軍
事

化
で
日
本
と
中
国
、
米
国
と
中
国
の
軍
事
的
緊
張

緩
和
を
実
現
す
る
こ
と
を
望
む
が
、
世
論
だ
。

憲
法
９
条
を
国
是
に
中
国
を
含
め
た
ア
ジ
ア
諸

国
と
友
好
関
係
を
構
築
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
（
３
・
１
１
）
か
ら
４
ヶ
月

７
月
４
日
〜
７
日

宮
城
県
名
取
市
で
支
援
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
）

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
の
ヘ
ド
ロ
の
か
き
出
し

沖
電
気
本
庄
工
場
出
身

南
本

博

さ
ん
の
手
記

宮城県


